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明治大学博物館の生涯教育事業と今後の方策について
伊能 秀明
1.「知」 の玄 関への招待
1-1駿 河台の 「知」の玄関へよ うこそ
博物 館(Museum)の ル ー ツは 、ゼ ウスの 娘 で、 詩 歌 ・音楽 ・舞 踊 ・歴 史 な ど芸 術 ・学 問 をつ
か さどった女神 ミューズ(Museムーサイ)に 捧 げるため、紀元前300年頃エジプ トのア レクサ
ン ドリア宮殿に設けた教育研究施設ムーセイオソ とされている。
思 うに ミュージアムは、過去、現在、未来にわた り社会 と人類に奉 仕する教育 と研究のための
機関であ る。ちなみに博物館 について、社会教育法弟9条 は、「社 会教 育のための機関」 と定
め、博物館法弟2条 第1項 は、「資料 に関する調査研究 をす ることを 目的 とす る機関」 と定めて
い る。
'
ところで大学は、世間か ら敷居が高い と敬遠 されがちである。 しか し明治大学の白雲なび く駿
河台キ ャンパスには、博物館が開館 し、永年集積 したさまざまな知的資源 を一般公開 している。
博物館は、誰で も気楽に出入 りで きる 「知 」の玄関であ り、尽 きない 「知」の泉が、好奇心を
目覚め させて くれ る。
本稿では、はじめに明治大学博物館の生涯教育事業や特長等について紹介する。
つぎに、明治大学博物館 および学芸員制度の望ま しいあ り方 について論点 を整理する。
さらに、明治大学 における学芸員の委嘱状に関する取扱い と制度上の問題点について報告する。
おわ りに、科学研究費補助金応募の資格要件の望ま しいあ り方について所見を述べたい。
1-2明 治大学の博物館教育 を振 り返 る
明治大学は、1881年(明治14)1月明治法律学校 として創立 され、「権利 自由 独立 自治」 を
建学の精神 として、120年を超え る歴史 と伝統 を育みつつ現在に至 っている。
本学 は 、早 くか ら刑事 博物 館(1929年創設)、商 品博 物館(1951年創設)、考古学 博物 館
(1952年創設)を 設置 して教育 ・研究 の向」二に資 して きた。
博物館は、資料を保管 し、信頼で きる情報源 として活用するこ とを社会的使命 とする。 そ して
特長を活 かした生涯教育事業を展開することで、青少年、成人、高齢蒋にひろ く学習機会を提供
するとともに、生涯教育体系の基盤整備や精神文化をふくむ生活の質的向上に寄与することがで
き る 。
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刑事、商品、考古学 の3博 物 館は、半世紀以上にわた り、刑事:関係資料 や良質な古文書群 、
伝統的工芸品、国の重要文化財4件を含む考古資料や文化財調査報告書などの教育 ・研究資源
を収集保存 し、独 自の資料所蔵体系を構築す るとともに、これ ら国内=有数の コレクシ ョンを一般
公開 して、学 術研究や教育文化の向上、出版報道への利用に供 して きた。
また展覧会や公開講座等の教育普及事業の展開にともない、学生はもとより中学 ・高校生や市
民の 見学 が増加 し、3博物館への年間来館者は総計2万 数千人に達 して いた。 この ように3博 物
館の事業は、本学 の教育 ・研究 の個性化 に一役 買っていたのである。ちなみに、毎年度の事業報
告は 『明治大学博物館年報』 を参照 されたい。
しか し21世紀の生涯学習社会の本格化 とともに、狭小な施設設備の更新、3博物 館の統合 ・再
編成 による新規事業の開拓、予算:の効率的運用や人材の活用 等が課題 となった。
折しも駿河台キャンパスの再開発が構想される中で、生涯教育向け校舎の新築が計画され、新
教育棟への移転を契機 として、3博物館の統合 ・再編成が具体化 された。
建設計画で重視したポイントは、常設展示の充実、特別展示室の新設、教育普及施設や資料収
蔵施設の拡充であ る。 これ らを主軸 にして、 ミュージアム ・シ ョップ等のフ ァシ リテ ィ機能の充
実や、段差を解消 したバ リアフ リー化 が実現 された。
ちなみに1995年の文部省学 術審 議会中間報告を きっかけに、国立大学 を中心 に新 しいタイプ
の大学 博 物 館 として、 ユ ニバ ー シ テ ィ ・ミ ュー ジ アム が整 備 され て きた。
こ う した 中 で 、2004年4.月1日、 生 涯 教育 の 新 た な 拠 点 ア カデ ミー コモ ン に・3博 物 館 を1
つに統合 して私立大学では初のユニバーシテ ィ ・ミュージアム として明治大学 博物館が開館 した。
1-3最 新設備 と 「知」の社会還元 一モ ノと万人のために一
常設展示 は、永年集積 した知的資源 を社会 に還元す る場 として、博物館の顔にあた る。 旧3
博物 館の展示 は、後述す る商品、刑事 、考古の3部 門の展示 に リニ ューアル され、無料 で公開
され て い る。
特別展示室は、常設展示室と別に新設され、全学的な共同利川施設として博物館や学内関係
者、諸団体、校友、一般が主催する展覧会等で利用で きるように規定を制定 した。
教育普及施設は、視聴覚教室と体験学習室が新設された。視聴覚教室は、学習講座で実物教材
の活用 を前鍵 に、映写 ・音響 ・教材提示のための最新機器や インターネ ット端末が装備され、定
員40名の インテ リジ ェン ト教室である。
体験学習室は、実物 を見て、触 って感 じて、作って試 して考 えるハソズ ・オソ学 習や各種の デ
モンス トレーシ ョンが展開で きる作業台 と沈殿装置付 きの特殊な排水設備 を備え、体験型 イベ ン
トの会場として使用できる。.
図書室は、開架式のライブラリーで、利用 資格に制限はない。考古学 ・歴史学の研究書や教養
書 、地方史誌、大学や博物 館の紀要、文化 財調査報告書、図録な ど10数万冊の文献 を備 え、学
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習者の知的好奇心に応えられるよう整備さ
れ た。
利用者がみずから学んで楽しみ、かっ愉"
しみつつ学べる開かれた空間が、上述 した 沸
教室、体験学 習室、図書室である。 嘘;
z
収蔵 室 ・特別収 蔵室 は、博 物館の30万 一
点を超える教育 ・研究資源を半永久的に保 雛鳥
督する巨大タイムカプセル といえる。先人
層胤'
が遺 した文化財を次世代に継承す るため、 写真1常 設展示室
モ ノ(資 料)の 性 質 や状態 にあ わせ て3
通りの保存環境が設定できるよう設計された。良好な環境を維持するため厳重に管理され、非公
開 であ る。
この ほか地下1階 には、館長 ・応接室、オフ ィス、会議室、学芸研究室、史料 閲覧室、資料
整理室2室 、展 示準備室、写真保管庫2室 、倉庫、来館者用 ロッカー室、身障者用 トイレ、一見
学 者用 エ レベー タがある。地下2階 には 、一時保管室、収蔵室前室、業務用エ レベー タ、駐車
場(大 型 パ ス.・身障 者 用 ス ペ ー スあ り)が 設 け られ た。 専 有 延 べ面 積 は 、 約3500平方 メ一畳トル
あ る。
このように博物館建築の最先端を導入して施設設備が飛躍的に拡充され、博物館独自の教育 ・
研究体制 を支えている。
ミュージアム ・シ ョップについては、国内外の博物館で知的資源の有効 活用や収入源の多様化
のために運営 され、顧客満足や収益の向上をもた らしたケースが知 られている。
博物館は、来館者のニーズに応じて利用者満足の向上や教育普及機能の拡充のために、所蔵資
料をモチーフに したオ リジナル ・グ ッズを開発す るとともに、学生や市民か らシ ョップの愛称を
公募 して 「M2(エ ムッー)」 と命 名 した 。
新規開館 と同時 に私学初の本格的 ミュー ジアムシ ョップ を開店 し、知的で遊び心溢れ るエム
ツーで20品目約60アイテムを販売 した ところ博物館専門誌 『ミュゼ』に紹 介され話題 となった。
オープン1周 年 を迎 えて、費用対効果の面か ら販売形態 を見直す とともに、展示施設 として
の機能 を一一層 充実 させるためスペースを改修 して、2005年5月か ら学 習情報の発信や博物 館の
知的生産物の展示、博物館 ビジターの相互交流の場 として リニ ューアル ・オープン した。
1-4見 る ・ふれる 一「庶民の視点」に徹 した個性的展示一
常設展示は、建学の精神に基づき、博物館の学術研究の成果を公開し、学習の動機付けに資す
ることを 目的 とす る。
・商品部門は、商品博物館を母体とし、高度経済成長期に衰退した伝統的工芸品や製造工程の展
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示 を特 色 とす る。 漆器、染織品、竹木工品 、金 工品、
文具、和 紙、陶磁器などは、先人の生活文化の所産で
あり誰 もが瞠 的に接する最も身近な日本文化でボ 漏 漂 薫 蒸
P
隣
る。 商品の原材料、部 品、製造技法 、下地 から完成 ま
ま 署,
での製造工程、多彩なデザインなどを展示 している。
伝統的工芸品を通して、世界でもたぐい稀な工芸文化
の豊かさを実感していただければ幸いである。 写真2商 品部門
刑事部門は、刑事博物館を母体とし、建学の精神'
「権利 自由」 に基 づ き刑事関係資料 を展示 す る。「日本の罪 と罰」 の コーナー は、古代 か ら近 代 ま
での歴史的な刑事法を列品する。「江戸の捕物」
「年 間 と裁 き」 「仕置 き と見 懲 らし」「さまざ まな
刑事博物」の コーナ ーは、捕 物具、 日本 や外国の
と
寿 .拷 問 ・処刑具などで人権抑圧の歴史を描いてお
一 ℃ 糞 マ～魑
嚢1繕 ' .至 り、大学 の構 内に こんなモ ノが どうして?と 思
郵 「 ㌔ 転ボ
.「 昌 和 魯}''"急
冒 柵 工拓冨 吊㎜ぞ饗
訂・ 曾 醒 わず 驚いて しま うほ どユニー クであ る。特 にギ ロ
旧 訓P一
,噛 甲
山 や 「
チ ソ 、.ニュル ンベ ル クの 鉄 の 処 女(ア イア ン ・メ
写真3刑 事部門 イデ ソ)は 、我 が国唯一一の展示 品で必見の価 値が
あ る。刑事博物を実見していただき、人間尊重に理解を深めていただければ幸いである。
考『占部 門は、考 古学 博物 館 を母体 とす る。本学 は 、1950年以来、 旧石器時 代 か ら縄 文、弥 生
を経て古墳時代に至る各時代の遺跡を調査研究してきた。その中には、群馬県岩宿遺跡、埼玉県
砂川遺 跡、神奈川県夏島貝塚、栃木県出流原遺跡が含まれ、出土品は国の重要文化財に指定され
て い る。展示は、H本考古学の発展を促した重要な発掘や遺跡の学史的展示を特色とし、貴重な
考古遺物やパネルで人類の暮らしぶりの変化や古代人の精神世界の様相を浮き彫 りにしている。
一 見 する と、 商品 ・刑 事 ・考 古の3部 門の常 設展 示は 、個 性的 でバ ラエ テ ィに富 んでい る。
け れ ど も、「庶民の視点」という共通項で総括できる≧すなわち商品部門の伝統的工芸品は、庶
民の日常生活用品である。刑事部門の拷問 ・刑罰具は、権力による人民支配の暴力装置であり、
庶民から見れば抑圧のシンボルである。考古部門は、各遺跡の出土品から原始古代人の生活を垣
間見 る ことがで きる。 この ように常 設展示全 体が、庶 民の視点 をキー ワー ドに展 開されてい る。
21世紀 を生 きるわれわ れは、環境 汚染 や民族紛 争、 人権 抑圧 な ど、地球 的 ・人類 的 ・時 代的
な諸問題に直面している』庶民の眼差しに徹した常設展示から、諸課題を克服し、平和で豊かな
社会を築いてゆくためのヒン トを再発見して頂ければ幸いである。
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1-5聞 く ・広める 一生涯教育事業の特長一
全国 には、4年制 大学700余、短期大学500余、合計1200余りの大学 が開校 してい る。2006年
1月の本館の調査 に よる と、博物 館 を設 置す る大学は約180校、大学博物館 の総 数は総合、歴
史、美術、 自然史、植物園、水族館、工業科学 その他の博物館を含めて約280館園にのぼ る。詳
細 に つ い て は、 伊能 秀 明 ・織 田潤 「日本 の ユニ バ ーー シテ ィ ・ミュー ジア ム2006」(『明 治 大学 博
物館研究報告』第11号所収)を 参照 されたい。
次に、他の大学博物館 にない、明治大学博物館の生涯教育事業の特長をい くつか挙げてみたい。
第1に 、1998年3,月に大学基準協会 による相互評価の認定において、博物 館が本学の教育研
究の活性化に とって重要な役割を果たしている点が高 く評価された。博物館教育事業が、第三者
評価や大学の特 色のアピール に直結 した好例 と言える。
第2に 、他の追随 を許 さない所蔵 資料体系を構築する とともに、 これ らの教育 ・研究 資源 を
ペースに、博物館職員の同心協力の もとで下記のような生涯教育事業 を活発に展開 してきた。
公開講座 「考古学ゼ ミナール」は、1987年か ら始ま り、第fで 活躍中の講師を招いて春秋2
季 に5講 義 を設けている人気講座で受講者 も多い。2005年秋季の第38回は 「考古学 の多様性 と
その潮流」をテーマに開講 した。 また明大コレクシ ョンを活用 した寺子屋講座な ど新趣 向の公開
講座 も好評である。
入門講座は、博物館の メリッ トを活 かし、学芸員の専門性を発揮できる少人数制講座 であ る。
1995年の第1回 「醜悪 倭人 伝をひも解 く」以来 、資料 を多面的に活用 するハンズ ・オソ方式 が
支持 され、第43回 「石器の読み描 き事は じめ」 まで開講 した。 また早稲 田大学 や玉川大学等の
博物館 と連携 した 「博物館おもしろ百科」 も好評だ った。
特別展事業は、1987年の 「先土器時代の狩猟具展」 を皮切 りに、1997年アジアでは初めて開
催 され約5万4千 人が入場 した 「ヨー ロッパ拷問展一 人類 の権利 ・自由を考 え る一 」な ど数多
く開催する とともに、講演会等の関連事業に も力を入れて きた。2004年度 は、開館記念特別展
の第1弾 として 「韓国スヤ ソゲ遺跡 とH本 の旧石器時代」 と国際学術講演 会、「明治大学図書館
所蔵藍 田文庫特別展」 と関連講座 、明治大学 コ レクシ ョン展等 を開催 した。2005年度は、開館
記念特別展第2弾 として 「江戸時代の大名一 日向国延岡藩 内藤家文 書の世界一 」(会期/10月15
日～12月11日)を開催 した。譜 代大名の藩政史料 として最大級 ・最良質 と言われ る 「内藤i家文
書」、・宮崎県延岡市の内藤記念館所蔵の甲冑や能面を展示し、産学公民連携による公開講座や伝
統芸能ワークシ ョップな ど多彩な関連事業を通 して、7万石の譜代大名の姿を多角的 に再現 した。
2006年度は、開館記念特別 展第3弾 として、考古学 か ら見た 「子 ども」の姿について、時空 を
超 えたモ ノ(資 料)で 描 く 「子 どもの考古学 」(仮題)を 開催す る。 また 「内藤家文書」をはじ
め、優れた明大 コレクシ ョンを次世代に伝えるため、寺子屋講座、捕 物術演武、千代田区内の行
政 ・博物館 ・美術館 と連携 した入門講座等 を計画 している。 こうした特色ある教育支援 体制は、
全学的 に推進 してい る社会人教育講座 「リバテ ィ ・アカデ ミー」 と連携 して、一層充実 させてゆ
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きた い。
第3に 、文部 科学 省に よる公募制 の委嘱事業 として2001年度 に 「親 しむ博物 館づ くり」 を全
国の30の博物館 とともに受託 し、大学博物 館では唯一 の受託館 として大 きな成果 をおさめ た。
2004年度も 「子どもの居場所作り事業」を受託して 「白雲なびく駿河台地域子ども教室」を実
施 し、近隣 の小 ・中学生を対象 に展示見学会や土器、石器、染織品、十 手な ど実物に触 れて体験
的に学 習する イベ ン トを開催 した実績 を有す る。 また1999年度 か らアウ トリーチ活動 として、
小 ・中学校で特別授 業を継続 している。
第4に 、毎年度 の博物 館教 育研究計画 において、予 算の約40パーセン トは、外部 資金を導入
.
してきた実績を持つ。また平成17年度私立大学教育研究高度化推進特別補助に応募し、「日向国
延岡藩内藤家文書」書誌データの電子化が採択されたように、研究計画を立案、遂行する能力を
備 えて い る。
第5に 、博物館は 、文部科学 省の学 術フ ロンテ ィア事 業で新築 された、本学唯一の学外 研究
施設である黒輝石研究センターの運営を継承し、今後とも地域 ・大学間協定事業をはじめ活発な
産学公地域連携事業を展開することが期待されている。
第6に 、1988年に私立大学博物館 としては初めて博物館友の会が結成 され、現在約350名が所
属 している。各種の講 座を受講 した会員が集い、関心分野 ご とに学習 グループを結成 し、学芸員
の支援で活発な生涯学習活動を展開している。また有志が図書室管理や展示解説のボランティア
をつ とめ、来館考 へのサービス向上に協 力 していただいている。ちなみに毎年 度の活動について
は、『明治大学博物 館友 の会年報』 を参照 されたい。
1-6生 涯学習社会における大学博物館の ミッシ ョン
本学 は、私学の雄 としてた くま しく進化 し、建学 の精神の もとに伝統を受 け継 ぎ、「個」を強
くす るオン リー ・ワソの大学へ と着実 に変貌を遂 げつつある。
2004年度の博物 館 ビジタ 一ー総数 は、4万5千 人余 り(図 書室利用者を含む)に 達 した。「とて
もいい展示 ですね」「すば らしい博物館ですね」な ど と声をかけて くだ さる来館者 も多い。 しか
し、現状は完成形 ではな く、 スター トラインか ら助走 を始めたにす ぎない。納 谷廣美明治大学長
が提唱する 「外部評価 に耐え うる大学」の博物館をつ くるために、最 も重要なのは明大人 として
向上 する気概である と考 える。
.博物館は、下記の理念の も とに結束 して本学の教育 ・研究の向上 に寄与 し、そのプ ロセスを一
層活性化 したい と念 じている。
① 社会的な使命 を明 らかに示 し、開 かれた運営 をお こな うユニバーシテ ィ ・ミュージアム
② 社会か ら託 された知的資源を探究 し、次世 代に継承す るユニバー シテ ィ ・ミュージアム
③ 知的刺激 や愉 しさを分 かち合い、新 しい価 値を創造 するユニバー シティ ・ミュージアム
ユニバ ーシテ ィ ・ミュージアムの望ましいあ り方(伊 能)一35一
2.博:物館および学芸員制度の望ま しいあ り方 に関する論点整理
2-1法 令における 「博物館」
社会教育法弟9条 は、博物館 について、「社会教育のための機関 とする」 と定めている。
社会教育法の精神 にもとづいて、博物館法が制定 された。博物館法は、博物館について下記の
とお り定 義 している(下 線引用者、以下同)。
博物 館 法 弟2条 第1項 一一 一
歴史、芸術、民俗、産業、 自然科学等 に関す る資料を収集 し、保管(育 成を含 む。以下同
じ)し 、展示 して、教育的配慮の下 に一般公衆の利用に供 し、その教養、調査研究、 レク リ
エー シ ョン等 に資す るために必要な事業を行い、あ わせてこれ らの資料 に関す る調査研究を
することを日的とする機関(下略)
一 一 」一 一 一
法令で、博物館は、社会教育(生涯教育)のための機関もしくは調査研究を目的とする機関と
定義されている。
博物館法で、 博物館 は 翔的 を達成するため、下記のような事業を行 うと定めている。
一 ・一 一一博物館法弟3条
第3条 博物館は前条第1項 に規定する目的を達成するため、おおむね次に掲げる事業を
行 う。
1実 物 、標 本 、模 写 、 模型 、文 献 、 図表 、写 真 、 フ ィル ム、 レ コー ド等 の博 物 館資 料
を豊富に収集 し、保管 し、及び展示す ること。
2分 館 を設置 し、又は博物 館資料を当該博物館外で展示すること。
3一 般 公衆に対 して、博物 館資料 の利 用 に関 し必要 な説明、助言 、指導等を行い、又
は研究室、実験室、工作室、図 書室等を設 置 してこれを利翔させ ること。
4博 物館資料 に関する専r蟹ナ、..技術的な調 査研究を行 うこと。
5博 物館資料の保管ゑび展示等に関する披術帥研究室行うζと。
6博 物 館資料 に関す る案内書、解 説書、 目録、図録 、年報、調査研究の報告 書等を作
成 し、及び頒布する こと。
7博 物館資料 に関す る講演会、講 習会、映写 会、研究 会等 を主催 し、及びその開催 を
援 助 す る こ と。
8当 該博物館の所在地又はその周辺にある文化財保護法(昭和25年法律第214号)の適
用を受ける文化財について、解説養父は目録を作成する等一般公衆の当該文化財の利用
の 便 を図 るこ と。
9他 の博物館、国立博物館、国立科学 博物 館等 と緊密 に連絡 し、協力 し、刊行物及び
情報の交換、博物館資料の相互貸借等を行うこと。
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10学 校、図書館、研究所 、公民館等の教育、学術又は文化 に関 する諸施設 と協力 し、
その活動を援助 するこ と。
●
2博 物 館は、その事業 を行 うに当 っては 、土地の事情を考慮 し、国民の実生活の 向上 に
資 し、更に学校教育を援助 しうるように も留意 しなければな らない。
一 冒
2-2校 規 にお け る'「博 物館 」
明治大学学則は、博物館の設置について下記の とお り定めているρ
明治 大学 学 則第64条 一 一 一 ・一 一一
第64条本大学に次の附属研究機関及び附属施設を置く。
(1)研究所
社会科学研究所
人文科学研究所'
科学技術研究所
② 図書館
(3)壇勉館
(4)情報科学セ ンター
(5)国際交流セ ンター
(6)心理臨床セン ター(中 略)
2研 究所、図書館 、博物館 、情報科学 セン タ 、ー国際交流 センター、心理臨床 セン ター
(中略)に ついては、別 に規程で定める。
rr冒_π ・ 一 一 「
学則第64条第2項 にも とづいて、 明治大学 博物 館規程が制定 された。 博物 館規程第2条 は、
博物館の 目的 について下記の とお り定めている。
博 物館 規 程第2条 一 一一一 一
第2条 博物 館は、 資料等の収集、整理、保存及び展示 を行い、明治大学(以 下 「本学」
とい う。)の学生、教職員、校友並びに一般公衆の利用 に供 し、教育 ・研究に資す るため一■冒「
の事業を行 うことを 目的 とす る。一一 一}}
冒「一 「「τ 」
博物館規程第3条 は、博物 館の事業 について下記の とお り定めている。 この規定 は、博物館
法弟3条 に準拠 して制定 された と推測され る。
博物 館 規 程 第3条 一 一 一 ・… 一一 一
第3条 博物館は、前条に掲げ る目的 を達成するため、次の事業を行 う。
(1)考古、歴史、刑事及び商品 に関する資料の収集 、整理、保存、閲覧、貸借、交換及び
唱
ユニバーシティ ・ミュージアムの望 ましいあり方(伊 能)…37一
展示
(2)前号に関 する調査、一班 究及び開発
(3)資料の 目録及び図録、資料集、年報、調査報告書、研究報告書等の作成、頒布及び公
開
(4)資料 に関 する解説並びに講習会、研究会、講演会及び映写会等の実施
(5)寄託資料の整理、保存、閲覧及び展示
⑥ 学外の教育、学術又は文化に関する諸機関との連携 ・協力
(7>生涯教育の振興及び学習支援
(8)その他必要 と認め られ る事業
ちなみに、明治大学研究機関連絡協議会規程は、協議会の目的および組織について下記のとお
り定め、博物館長は、職務上、協議会の委員 とな ると定めている。
一研究機関連絡協議会規程第2、第4条 一
第2条 協議会は、本大学研究機関相互の連絡及び調整を図り、学術研究の発展に資する
こ とを 目的 とす る。
第4条 協議会は、学長及び次の委員で組織す る。
(1)大学院長及び図書館長
② 一部教務部長及び二部教務部長:
(3)社会科学研究所長、人文科学研究所長、科学技術研究所長、情報科学センター所長及
び国際交流センター所長
(4)遡館長(下 略)
一 冨"冨 冒冒 一
校規 で、博物館は、附属研究機関の1つ とされ、「教育 ・研究 に資するための事業を行 うこと
を 目的 とする」 と定め られている。
2-3法 令、校規における 「博物館」の定義一望 ましいあ り方について一
前掲 した法 令、校規 における博物館の定義 については、後掲の とお りま とめ られる。
いずれの規定でも、博物館は、教育もしくは研究のための機関 とされているこ とが明白である。
超少子 ・高齢化社会、生涯学習社会の本格化を背景として、大学設置基準の大綱化以来、競争
原理が導入され、国立大学の独立行政法人化、大学全入時代の生き残り戦略など大学間競争が熾
烈化 している。教育研究の更なる活性化 ・個性化を推進する申で、博物館は、全学共通利用機関
として 「明大方式」による教育研究基盤の整備拡充が要請される。
博物館は、人文科学系だけでなく社会科学系 ・科学技術系についても研究基盤を整備拡充して
研究機関化し、外部資金の導入による財政基盤の強化、知的資源や人材の有効活用、士気の維
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一
持
「
・高揚 を推進することが望 ましい。
一 一
規定の名称 博 物 館 の 定 義
社会教育法弟9条
・一一 一
社:会教育のための機関
法 令
・一『 「
博物館法弟2条 調査研究をすることを目的とする機関
『 「
学則第64条 附属研究機関
校 規
一
博物館規程第2条 教育 ・研究 に資するための事業 を行 うことを 巨的 とする
研究機関連絡協議会 ・
研究機関の1つ で、学術蘇究の発展に資することを目的 とする
規程第2条
皿 一一 一 一- 一 一
2-4 法令における 「学芸員」
博物館法は、博物館の組織について下記の とお り定めてい る。
博物館法第4条 一
第4条 博物館 に、館長を置 く。
2 館長は、館務を掌理 し、所属職員を監督して、博物館の任務の達成に努める。
3
一
博物館に、専門的職員 と」:て学芸員 を置 く。一一 「π 一 一
4 一「「 一学芸 員蛙、、博物館資料の収 集、保管、展示及び調査研究 その他これ と関連す る事業 に」一旧丁}rr…7 一 『 一
『 冒ついて里 門的事璽亙つかさどる。一
5 博物館に、館長及び学芸員のほか、学芸員補その他の職員を置 くことがで きる。'
6 学芸員補は、学芸員の職務を助ける。
博物館法弟4条 第1、 第3項 で、館長お よび学芸員は、博物館に必置の職員 と定めてい る。第
3、 第4項 で、学芸員は、「専門的職員 として」「博物 鯨資料の収集 、保管 、展示及び調査研究そ
の他 これ と関連する事業についての専門的事項をつかさどる」 と定めている。 関連する事業につ
いて は、 前掲 した博物館法弟3条 に定 める とお りである。
2-5 校規における 「学芸員」
博物館規程は、博物館の組織 について下記の とお り定めている。
『 博物館規程第4、第6条 噛 一}『-「
第4条 博物館に、館長1 名 を置 く。
2 館長は、学長の命を受けて館務を総括 し、博物館を代表す・る。
3 館長は、本大学専任教授の 中か ら、学長の推薦 により本大学 が任命する。
4 館長の任期は、2年 とする。 ただし、補欠の館長 の任期は、前任者あ残任期間 とする。
噛
ユニ バー シ テ ィ ・ミュー ジア ムの望 ま しいあ り方(伊 能)一 ・39一
5 館長は、再任 されるこ とがで きる。
6 館長は、学部、短期大学 その他の付属学校叉は付属農閑の長を兼ね ることがで きない。
第6条 博物館に関する事務 は、博物館事務室 で行 う。
2 博物館事務室に、事務長1名並びに学芸員及び職員若干名を置く。
一 冒 「
一 」唖 ・ 一 一齢 一・ 一・ 幽
博物館規程第6条は、博物館に関する事務の所管部署を博物館事務室 と定めている。そして
事務 を処理 するために事務長、学芸員、職員を置 くと定め る。 この規定で、学芸員は、博物館に
関する事務の分担者 とな っている。
2-6 法令、校規におけ る 「学芸 員」一望ま しいあ り方 について一
前掲 した博物 館法第:4条は、博物館に専門的職員として学芸員を置き、学芸員は、資料の収
集 、保 管 、 展示、調査研究お よび第3条 に掲 げる事業についての専門的 事項をつかさどる と定
め る。学芸員について、博物館法 と博物館規程の定義の相違 を示す と、下記の とお りである。
規定の名称 学 芸 員 の 定 義
昌昌 一 ・ 「 「_.T-}π 一 冒
法 令
9「 噌 一 一}
博物館法弟4条 専門的職員
一丁 一 一 一一 」一
校 規 博物館規程第6条 博物館に関する事務の分担者
唖,一 冒 一 「
博物館法弟4条 に照 らして、博物館規程第6条第2項の学芸員に関する規定は、曖昧で、無
意味に近 いと言わざるを得ない。
学芸員資格をもつ博物館職員は、博物館規程第3条に掲げる事業の専門的事項を実際につか
さ どっている。ゆえに、法令に準 じて専門的職員 とい うべ きである。
博物館規程が、学芸員を博物館に関する事務の分担者と定めた点は、法令の趣旨と乖離してお
り、遺 憾 で あ る。
法 令 で、学芸員は、社会教育機関もしくは調査研究機関である博物館の専門的職員と定め、資
料の収集、保管、展示、調査研究その他 これ と関連する事業 についての専門的事項をつかさどる
と定 め る。
そこで博物館規程の中で学芸員に関する規定は、たとえば 「学芸員は、博物館の専門的事項を
つかさどる」 という文言に改正 し、専門的職員 として明確 に定義する ことが望ま しい。
3, 学芸員の委嘱状に関する取扱い
3-1 学芸員の委嘱状
博物館法に定める学芸員となれる資格を有し、かつ博物館法並びに本学学則に基づき設置され
ている博物館の運営を専門的に行う者に対し、学長を委嘱者とする委嘱状を交付することになつ
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てい る。
学芸員の委嘱状に関する取扱いについて、学校法人明治大学と明治大学教職員組合との間で、
下記の とお り覚書が交換 されている。
覚 書
学芸員の委嘱状に関する取扱いについて、学校法人明治大学と明治大学教職員組合とは、
下記の とお り覚書を交換す る。
1998年10月30日
学校法人明治大学
理 事 長 岡村 了一 印
'明 治大学教職員組合
聾 執行委員長 中川 雄一郎 印
記
1実 施内容
博物館法に定める学芸員となれる資格を有し、かつ博物館法並びに本学学則に基づき設
置されている博物館の運営を専門的に行う者に対し、学長を委嘱老とする委嘱状を交付す
る 。
2実 施時期
(1)学芸員 に対す る委嘱状の交付は、1998年11月か ら実施 し、採用 ・異動等 に合わせ博
物館長からの推薦 に基づいて行 うもの とす る。
(2)現在、 博物館事務室に勤務 し、かつ学芸員 となれる資格を有する者に対する新たな委
嘱 状の交 付 は 、1998年11月1日付 けで行 う。
3実 施方法
(1)新たに委嘱を行 う場合
①委嘱状の交付について博物館長の推薦書並びに所属長の申請書の提出を受ける。
②学長の決裁を受ける。
③ 決裁後、人事 にて委嘱状の作成を行 う。委嘱状の写 しを個人記録 として保管 する。
④学長より対象老に委嘱状の交付を行う。
(2)委嘱を解 く場合
①人事異動等により本務の変更があった場合、所属異動日の前日付けで委嘱を解く。
②学芸員として不適当であると判断した場合は委嘱を解くげこの場合博物館長から理由
書の挺 出を受け る。
ノ
4委 嘱状交付に伴う措置
o
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(D対 外 ・対 内的 に学 芸 員の呼称 使用 を認 め る。
(2)'教職 員名簿 に学芸 員 であ る こ との 記載 を行 う。
以 上
なお人事厚生課(当 時)の1998年10月19目付け資料 に、人事異動 に より本務の変更があった
場合、委嘱を解 くことを内容 とした委嘱状を交付することが記されている。
3-i博 物館教育事業の現状と制度上の問題点
博物館の生涯教育事業は、第1の1-5「聞 く ・広める一生涯教育事業の特長一」で述べた とお
り、本学の教育研究の個性化 ・活性化 に寄与 して きた。
学芸員の委嘱状を交付された5名 の経歴、専攻等は下記の とお りであ る(2006年1月現在)。
学芸司 「離 業学校
職 位1学 位
職 歴 等
業務担当分野
(専 攻)
冒
1A大 学大学院
書 記 目 .文学修士
}「
博士後期課程単位取得中退
A大学兼任講師
考古部門
(旧石器 ・縄文時代)
2
書 記
B大学大学院
文学修士
E大学埋蔵文化財調査研究センター助手 考古部門
(弥生 ・古墳時代)
3
書 記
}
C大学大学院
文学修士
博士後期課程単位取得中退
日本学術振興会特別研究員
刑事部門
(日本近世史)
4
書 記
D大学大学院
・ 文学修士
公立史料研究財団
A大学、他大学兼任講師
商品 ・刑事部 門
(地域文化史)
5A大 学大学院
副参事1法 学博士
学芸員
A大学、他大学兼任講師
事務管理職
(法史学)
しか しなが ら、博物 館規程第6条 第2項 は、学 芸員を事務 の分担者 と定 めてい る。 そのた
め、下記の ような問題点が生 じている。
(1)学芸員は、一般事務職に位置付け られ、専門的職員 として認知 されていない。ゆえに、国
家資格である学芸員資格の取得を希望する実習生を指導する際の立場が、曖昧 とな っている。
(2)博物館は、学芸員の専門的知識や前職のキャリア(文 部技官、研究員等)を 前提 として運
営されている。に もかかわ らず、専門的職員 として認知されないため、調査研究業務は、制度上
の保障を欠 く。現状では、学芸員は、社会的な使命感 や責任感か ら博物館運営 に努力せざるを得
な辱 ちなみに国立大学博物館が、専門系教官と事務官によって運営する体制であるのと比較す
ると、本学の博物館組織は改革の必要がある。
・一一 皿 一
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(3)全学的な重要課題である外部資金の導入は、現体制では1500万円が上限である。専門的
知識や技能で外部から研究費の導入を図り、博物館力の向上に寄与しようと意図しても困難であ
る。なぜなら、助手や兼任講師に認められる科学研究費補助金応募の資格要件について、学内で
規制 が設 け られ、学 芸員は 申請 資格 を認め られな いか らであ る。 この問題 について、第'4で詳
し く述 べ る。
(4)学芸 員は、事実上、専 門的業務 に従事 している。 にもかかわ らず、勤務評定は事務職員の
評価項目が適用される。昇給昇格に査定システムを導入する際は、専門職的な貢献度も考慮され
ることが望ましい。事瀦 員向けの単一の業績評価システムで、学芸業績の貢献が適正に測定で
■
きるか どうか疑わ しい。
4.科学研究費補助金応募の資格要件についての所見
」
4-t商 題の所在6
文部科学省は、平成17年度科学研究費補助金応募分から資格に関する要件を大幅に規制緩和
し、下記の条件を全て満たせば職位に関係なく、各研究機関が資格を与えることが可能 となった。
本学が有資格者と諦めるたあには、次の4つの要件を全て満たしていることが条件とされる。
研究者 に係 る要件は、下記の2点 であ る。
(イ)'指定された研究機関に、当該研究機関の研究活動を行うことを職務に含む老 として、所属
す る こ とも 有 給 ・無給 、 常 勤 ・非 常 勤 、 フル タ イム ・パ ー トタ イム の別 を問 わ な い。 また 、
研究活動以外のものを主たる職務とする者も含む。
@当 該研究機関の研究活動に実際に従事していること。ただし、研究の補助は除 く。
研究機関に係 る要件は、下 記の2点 である。
の 補助金が交付された場合に、その研究活動を、当該研究機関の活動として行わせること。
⇔ 補助金が交付された場合に、機関として補助金の管理を行うこと。
本学 では、平成18年度科学研究費補助金 については、'応募資格 を専任教員のみ とした。
しかし、外部資金獲得のために戦略的な取り組みが期待される中で、応募資格について可能な
限り裾野を広くして科学研究費補助金の申請率 ・採択率を上げる努力や工夫が要請されている。
そこで、有資格老の範囲について、専任 教授、専任助教授、専任講師、専任助手、客員教 員、
学内研究で分担者になっている兼任講師、名誉教授とする案が提示されている。
つぎに、 申請方法に関 して、専任の教授、助教授、講師、助手について は、大学 が毎年、 自動
的に文部科学省研究者名簿への登録を行う。客員教員については毎年5月 末までに、大学へ申
請書を提出することにより登録手続きを行うとともに、研究を職務に含んでいることを確認する
ために覚書 を交わす もの とされてい る。
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ところで、(a)博物館職員 は、一般事務職 員 として採用 されてお り人事異動 もあpう るので、研
究 を職務 に含め ることは難 しい とい う理由で、学芸 員は応 募資格 を認め られていない。 また、(b)
本学の博物館は博物館法の登録博物館ではないので、博物館法の登録博物館になった場合には、
学芸員の応募資格を認める方向で検討が必要であるという議論がある。
そ こで、(a)および⑤の所論 の当否 について、次項 以下で明 らかにしたい0
4-2大 学は、登録博物館の設置主体になれないこと
登録博物館の設置主体について、博物館法弟2条第1項 は、地方公共団体、民法第34条の法
人(社団法人、財団法人をいう。)、宗教法人又は政令で定めるその他の法人(博物館法施行令第
1条に より日本赤十字社、 日本放送協会をい う。)と定めている。
ゆ えに、学校法人であ る明治大学は、登録博物館の設置主体 になれない。 した がって、(b)本学
の博物館が博物館法の登録博物館でないことは、法令が予定した帰結である。大学の博物館は、
登録博物館でないことを理由に、不利益な処遇や低い評価を受けるわけではない。
ちなみに大学が設置する博物館は、博物館法弟29条、博物館法施行規則第18条の規定に基づ
き、博物館相当施設の指定を申請 して、認定 を受 けることにな っている。 また博物館法の対象 と
なる博物館、すなわち博物館法上の博物館は、登録博物館および博物館相当施設とされている。
5
実際 に、 日本博物館協会の統計 によれば、2002年3月現在、大学 博物館 の うち、登 録博物館
は0館 園で、博物館相当施設は61館園にのぼ っている(『博物 館研究』39-3参照)。
4-3学 芸 員は、博物館の専門的事項 をつか さどること
博物館は、前述のとおり法令で調査研究機関、校規で研究機関とされている。
博物館法に定める学芸員となれる資格を有し、かつ博物館法並びに本学学則に基づき設置され
た博物館の運営を専門的に行う者5名が、学長を委嘱者とする委嘱状を交付されたことは前述
した。
5名の学位、専攻、職歴等は前掲したとおりで、r明治大学博物館研究報告』をはじめ学内外
の学術誌に研究成果を公表している。また 『明治大学博物館研究報告』は、国立情報学研究所に
よる学術誌 デー タベース化事業に採択 され、 ウエッブ上で公開 されている。
博物館職員は 、(a)…般事務職員 として採用 されてお り人事異動 もあ りうる とい う点について、
たしかに学芸員は、事務職である限り人事異動の可能性は皆無ではない。しかし学芸員は、長期
的視野のもとで博物館運営を専門的に行うことを期待されている。歴代の学芸員は、転 ・退職時
までほぼ博物館に勤続した実態がある。ゆえに異動の確率は、一般事務職員より相当程度低いと
想定 され る。ちなみに学芸員が、大学 教員に採用された例はすで に5件 生 じてい る。
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4-4科 学研究費補助金応募の資格要件の望ましい考え方
過去に、学芸員が科学研究費補助金応募資格を認められ、研究活動に貢献した前例がある。に
もかかわらず、実績のある学芸員が有資格者から除外された場合、文部科学省が平成17年度に行
った資格要件の規制緩和に逆行することになる。
資格要件を従来より厳格化したり、関係者に不利益となる措置を行うには、慎重を期するとと
もに、少なくとも当事者が首肯しうる説明養任を果すことが要請される。
当職は、このたびの科学研究費補助金応募資格要件の規制緩和を受けて、法令、校規、職務の
実態に則して、前掲の資格要件に学芸員が適合するか否か検討した。.
上述の検討から、学芸員は、当該硫究機関の研究活動を行うことを職務に含む者として、所属
『す ること
、お よび当該研究機関の研究 活動 に実際 に従事 して いる ことは明 らかであ る。ゆえに、
応募要件の適格性を備えていると解する。'
各大学は、互いに生き残 りをかけた総力戦の時代に突入した。大学を取 り巻 く経営環境を総合
的に考慮すれば、専門的業務を遂行する職員に資格要件を積極的に認め、外部資金の導入、教育
研究資源や人材の有効活用、「知」の社会貢献を推進する方策こそ、財政基盤や教育 ・研究体制
の優位性を強化する⊥で望ましいと考える。
(付記)本 稿の1.は、rr知の玄 関』への招待」の表題 でr大 学時報』303号に掲 載 され た拙稿
を、また2.と3.は、明治大学長の求め に応 じて提 出 した レポーr(未 刊)一を もとに改訂補 充 し
た ものであ る。4.は、学内資料 を一部参照 して執筆 した。 ご批 正を賜れば幸いであ る。
(いよく'ひであき/明治大学博物館 事務長)
鴨
